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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、インスリン依存性糖尿病における主要な自己抗原として同定されているグルタミン酸脱炭酸酵素の複数の形態のうちの1つをコードしています。コードされている酵素は、L-グルタミン酸からγ-アミノ酪酸を生成する触​​媒を担っています。この酵素は、インスリン依存性糖尿病における自己抗体および自己反応性T細胞標的として同定されているため、ヒト膵臓において病原性を示すことが確認されています。この遺伝子は、スティッフマン症候群にも関与している可能性があります。選択的スプライシングにより、同じタンパク質をコードする複数の転写産物バリアントが生じます。
	研究分野
	-
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	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	GAD2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

